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お
さ
な
ご
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ド
ロ
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C
D
が
空
回
り
し
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新
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猖
獗
を
極
め
て
居
り
ぬ
流
感
に
人
間
マ
ス
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す
忘
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青
い
空
春
光
浴
び
る
こ
ご
め
花
幼
き
頃
の
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岡
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鹿
の
角
拾
い
し
山
の
畑
あ
と
意
外
に
重
し
片
方
な
れ
ど

小
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敏
子
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わ
ず
ら
わ
し
批
判
ば
か
り
の
こ
の
日
本
な
ぜ
に
蝕
む
和
の
国
日
本

原　
　
　

茂

部
屋
隅
に
コ
ロ
ナ
で
会
え
ぬ
母
の
頬
つ
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う
涙
に
手
を
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き
よ

                                                          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

   

今
は
亡
き
君
に
送
ら
む
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庭
に
蕾
む
菜
を
摘
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食
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今
日
の
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断
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坂
上
の
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政
界
や
タ
レ
ン
ト
に
は
向
か
ぬ
と
幸
運
も
チ
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て
し
は
若
き
日
の
彼

大
岸
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舞
鶴
の
引
き
揚
げ
船
を
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し
時
戦
友
と
抱
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合
い
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す
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今
日
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菜
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お
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な
さ
ま
今
年
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初
夏
の
風
は
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に
国
分
寺
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観
音
さ
ま
の
頬
の
や
さ
し
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吉
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悦
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ざ
く
ざ
く
と
心
地
良
き
音
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柱
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も
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と
は
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ふ
な
か
れ

大
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書
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自
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の
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熟
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色
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と
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が
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風
強
き
舗
装
の
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俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

【
短

歌
】

　
　

岡
崎　

桜
雲　

選

『木のギフト』お便り紹介

星名くん
　形も大きさも見た目も全て気に
入ってます。頂いたギフトは赤ち
ゃんのおもちゃ入れとして使わせ
て頂いてます。おもちゃじゃなく
ても、他にも色々入れても使えそ
うだなと思いました。とても便利
です。ありがとうございました。

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、新生児訪問の際
にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

『ぷらっとホームMoku』のご協力により、南国市十市パークタウ
ン内で木のギフトを手に取ってご覧いただけるようになりました。

←場所等はこちらを

　ご覧ください

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

※香美市から木のギフトを受け取

られた皆さんからのご感想、写真

を募集しています。

　投稿者の氏名、写真、写真に映

っている方の名前（ペンネームで

構いません）、感想を、下記メー

ルアドレスまでお送りください。

◆
お
出
か
け
図
書
館

　

香
美
市
立
図
書
館
で
は
、

市
内
に
あ
る
次
の
施
設
に
定

期
的
に
配
本
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
の

際
に
は
お
気
軽
に
本
の
貸
出

し
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
施
設
に
よ
っ
て
は

貸
出
し
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
主
な
配
本
先
】

（
山
田
）
ふ
ぁ
み
サ
ポ
、
子

育
て
セ
ン
タ
ー
な
か
よ
し
、

片
地
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ　

他

（
香
北
）
子
育
て
セ
ン
タ
ー

び
ら
ふ
、
永
野
郵
便
局
、

社
会
福
祉
協
議
会
香
北

支
所
、
吉
井
勇
記
念
館

他（
物
部
）

大
栃
診
療
所
、
奥
物
部

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、
安

丸
郵
便
局　

他

◆
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集

　

本
館
で
は
、
毎
週
水

曜
日
を
『
図
書
ボ
ラ
』

の
日
と
し
、
ラ
ベ
ル
貼
り
換

え
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

手
先
の
器
用
な
方
、
コ
ツ
コ

ツ
と
し
た
作
業
の
好
き
な
方
、

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※

参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま
す

（
保
険
料
は
市
負
担
）
。

【
作
業
日
】
毎
週
水
曜
日

10
時
～
12
時
、
14
時
～
17
時

の
間
で
お
構
い
な
い
時
間

（
１
～
２
時
間
程
度
）

【
作
業
内
容
】
背
ラ
ベ
ル
の

貼
り
替
え

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
館　

☎
53
・
０
３
０
１

市
立
図
書
館

Ｐｉｃｋ  Ｕｐ
弘兼流「老春時代」

を愉快に生きる

弘兼憲史　著

謙虚であること、好

奇心を持つこと等、

セカンドキャリアを

愉快に、そして充実

して過ごす為の心構

えとヒントが散りば

められた一冊。

ﾀﾞｳﾝﾄﾝ･ｱﾋﾞｰ

ｱﾌﾀﾇｰﾝﾃｨｰﾚｼﾋﾟ

上川　典子　翻訳

村上リコ　監修

「ダウントン・アビー」は

日本でも大人気の海外ドラ

マです。ドラマの美しいワ

ンカットや印象的なセリフ

とともに、アフタヌーンテ

ィーを自宅で再現できる、

レシピ集です。

タ
ー

本
館　

☎
53
・
０
３
０
１

読書リレー

私
のおス

スメ

香美市図書館ボランティア
高橋純子さんのオススメ

千一夜物語　ガラン版
西尾　哲夫　訳　
ナイトブルーと黒と金。レトロ

なハードカバーのこの本を、まず
目で楽しみ、手にとり、そっとペ
ージを開く。この喜びはネットで
得ることはできません。
　アラジン、アリババなどでよく
知られている千一夜物語ですが、
原典で読むと、中東からアフリカ、
インド、中国をまたぐ文化圏の交
流が目の前に広がります。マトリ
ョーシカ人形のように、物語の中
に物語が組み込まれ、後を引く面
白さです。
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